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Ⅰ．はじめに




19 万 6,113 人にもおよび死亡者数全体の 15.2 
% を占めている。そのうち 73.2 % が冠動脈
疾患によるものである 1）。Figure 1 に心疾患
での死亡者数の内訳を示す。冠動脈疾患の治
療法として薬物療法に加え冠動脈インターベ
ンション（PCI : Percutaneous Coronary In-
tervention）や冠動脈バイパス手術（CABG 
: Coronary Artery Bypass Grafting）が行わ
れている。とくにわが国では、CABG にく
らべ PCI の施行数は多く、10 倍以上と言わ
れている。その要因として、全身麻酔に胸骨
正中切開、人工心肺を用いた心肺停止など侵
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Figure 1　2015 年 日本における心疾患での 
死亡者数の内訳





































表面粒子の運動軌跡 vt (x, t) は、









































回転検出器 FG-1300 を用いた。Figure 5、6
に駆動実験のセットアップ図を示す。設定周















Figure 4　作製した CS-USM の  
コイル状ステータ部分









ると 1.61 mm となり、実際に使用されてい
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